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保護観察官徳光伸之

岡山保護観察所から転任してまいりま
した。
出身は和歌山ですが、現在は岡山市に居
を構えています。
この度、縁あって初めて島根で勤務させ

ていただくことになりました。
これまで、いくつかの観光地を訪れただけで、全く知ら
ないと言ってもいい地で勤務できることを楽しみにしてい

ます。
まだまだ、保護観察官として未熟ですが、精一杯努めて
まいりますので、ご指導のほどよろしくお願いします。

着任のごあいさつ

保護観察官糸田 隆

このたぴの春の人事異動により中園地方
更生保護委員会より転入してまいりました。

保護観察官としての勤務は松江保護観察所
が初めてとなります。豊かな自然に恵まれ
た島根県で、初めての保護観察官業務がで

きること、大変楽しみにしております。その一方で、新た
な業務に大きな不安も感じておりますが、保護司きんをは
じめとする島根県の更生保護に関わっている方々が少しで
も活動しやすくなるよう、全力で業務に精進する所存です
ので、今後ともどうかよろしくお願い申し上げます。

法務事務官中村友香

4月から松江保護観察所で勤務させて頂
くことになりました。私の出身は日本海の
近い兵庫県北部です。島根県とはスキー場
や温泉が有名なところや、雪や雨の降る
気候など似ているところが多く、親近感を

統括保護観察官細木直久

はじめまして。細木直久と申します。

このたび鳥取保護観察所から転任してま

いりました。近畿地方ばかり勤務していま

したが、 2年前に鳥取勤務となり、松江保
護観察所は鳥取に続いての山陰での勤務と

持っています。

社会人1年目で、しっかりやっていけるか不安ですが高
校時代から目指していた更生に携わる仕事ができることを
大変嬉しく思っています。初心を忘れずに自分から様々な
ことに挑戦していこうと思いますので、よろしくお願いい
たします。

なります。

島根県の東部が私のルーツの地でありますが、島根県で

生活をしたことはなく、初めての勤務となります。どのよ

うな自然、どのようなお人柄の方々とー諸に力を合わせて

仕事をさせていただけるのか、大変に楽しみしております。

微力ではございますが、全力を挙げて島根県の更生保護

に取り組んでまいりますので、なにとぞよろしくお願い申

し上げます。

登志子（退職）
剛（退職）
英（高松保護観察所所長）

宏（法務省保護局）

イ憂（中園地方更生保護委員会）

所長国府 実

このたび松江保護観察所長を命ぜられ着

任いたしました。

私は、平成18年に更生保護振興課長とし

て御当地に 1年間勤務し、皆様には大変お

世話になりました。少しでも御恩返しがで

きますよう島根県の更生保護の発展に向け、職務に精励し

たく，思っています。

きて、刑務所出所者等の再犯防止対策は政府の重要な取

組課題の一つであり、出所者等の「仕事」と「居場所」を

確保することが、再犯防止のカギとなっています。

立ち直ろうとする人たちに必要なことは、安定した生活

基盤を作ることです。更生保護には、必要とする支援を受

けられる機関・団体へつないでいく役割もあります。その

ため、地方自治体、医療、福祉、労働、企業主等々、様々

な方面の方と連携していく仕組みを作っていかなければな

りません。また、さらに広く更生保護を知っていただくこ

とも重要です。

地域を愛する皆様とともに、微力ではありますが、更生

保護の充実に向けて取組んでまいりたいと思いますので、

御協力をどうぞよろしくお願い申し上げます。

転任のごあいさつ

明
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松江保護観察所長中村明英

平成25年4月ご縁に導かれるように島根県松江市に来ま
したが、それから2年の聞には、出雲大社の大遷宮と、そ
の翌年には出雲大社の宮司の家系である千家国麿さんと高
円宮典子さんのご婚礼、さらにテニスの錦織圭選手の活躍、
隠岐のジオパーク認定など慶事が続きました。

島根の更生保護も、更生保護施設「しらふじ」の全面改
築、江津市での中国管内のBBS大会、安来市での更生保護
大会など大きな行事があり、それぞれ成功裡に終えること
ができました。これも保護司さんや更生保護女性会、 BBS
会、しらぶじの役職員や観察協会など更生保護に関係する
皆様のご支援やご協力があってのことと退職者2名、転任
者3名を代表して感謝申し上げます。
皆様方には、これもご縁と温かく人を受け入れる島根の
心を出雲大社を大切にしてきたように次の世代に伝えてい
ただきますようお願い申し上げ、離任の言葉に代えさせて
いただきます。

松江を離れるにあたって
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課長

主任保護観察官

会計係長

法務事務官

事務補佐員

被害者担当保護司

｛処遇部門］

統括保護観察官 久直木細

［転入者］

（平成27年4月1日付）

所長

平成27年度春の人事異動について

［転出者］

（平成27年3月31日付）

統括保護観察官 園府 実
（大阪保護観察所堺支部長から）

統括保護観察官 細木直久

（鳥取保護観察所統括保護観察官から）

保護観察官 徳光伸之
（岡山保護観察所保護観察官から）

保護観察官 糸田隆
（中園地方更生保護委員会法務事務官から）

法務事務官 中村友香
（新規採用）

深員登志子
（退職）

剛
（退職）

中村明英

（高松保護観察所所長へ）

吉山晃宏
（法務省保護局へ）

山本 優
（中園地方更生保護委員会へ）

石倉保護観察官

（平成27年4月1日付）

所長

法務事務官

保護観察官

〈平成27年度業務重点事項〉 松江保護観察所

推進する。

(2）保護司組織の円滑な運営を支援する。

3 更生保護における犯罪被害者等施策の推進

( 1) 関係機関・団体等との連携強化により施策の

適切な運用ときめ細やかな支援を図る。

関係機関・団体力f開催する会議等に積極的に

参加するとともに、それら機関や団体が行う事

業や行事に参画することで関係を深める。

(2）被害者担当官の計画的かつ効果的な育成及び

更生保護における被害者等への配慮の重要性に

関する全庁的な理解の増進のための組織的取組

を進める。

4 医療観察対象者の円滑な地域生活への移行と定

着の促進

(1) 計画的かつ積極的な生活環境の調整を実施し、

円滑な地域社会への移行を促進する。

(2) 地方公共団体や障がい福祉サービス事業者等

との連携強化を図るとともに、医療観察制度に

協力する新たな機関・団体を開拓する。

1 再犯防止に向けた取組の充実強化

( 1）保護観察処遇等における再犯防止のための諸

施策について、その効果を検証しながら、処遇

の更なる充実強化を図る。

(2) 社会貢献活動を計画的かつ効果的に実施する。

(3）協力雇用主に対する物心両面の支援を推進す

るとともに、就労支援策の着実な実施を図る。

(4) 更生保護施設への適切な委託を促進する。

(5) 自立準備ホームを効果的に活用する。

(6）矯正施設収容中の者に対し、的確な調査及び

積極的かつ計画的な生活環境の調整を行う。

(7）高齢又は障がいにより福祉等の支援が必要な

者に対する関係機関と連携した取組を一層推進

する。

(8) 「社会を明るくする運動Jなどあらゆる機会を
とらえて広報活動を強化し、更生保護が地域社

会の安全・安心に寄与する活動であることにつ

いて、国民の理解と協力を得る。

2 保護司制度の基盤整備の推進

( 1）保護司候補者の安定的確保と保護司の育成を
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平成27年度保護司研修計画表

保護司の研修については、 『保護司研修要綱jに種類

が定められていますが、松江保護観察所としては26年
度に引き続いて、講義のほか、参加型の研修を行う。

(1）新任保護司研修（前期・後期）

前期においては、保護司の使命、役割、身分その

他保護司として必要な基礎的知識及び心構えの習

得を図る。

後期では、先輩保護司との座談会とコミュニケー

ション・面接技法について体験してもらう。

(2）処遇基礎力強化研修

保護司の職務遂行に必要な事務手続き及び処遇の

実務の具体的履修、保護司会活動についての理解

促進を図る。そのためサポートセンターの活動報

告や更生保護施設職員による講義も取り入れる。

(3）指導力強化研修

保護観察等の処遇を行う上で必要な知識及ぴ技術

の伸長並びに保護司会活動を行う上での必要な知

識及び技術の習得を図り、処遇や保護司会活動等

において、中核的な役割を担うための指導力を身

につける。

インシデントプロセス法による事例検討を行う。

(4）地域別定例研修

実務上必要な知識及び技術の全般的な水準向上を

図り、又は各地域において当面する問題の解決に

資する。

(5）特別研修

処遇上特別な配慮を必要とする者の扱い等に関す

松江保護観察所

る専門的知識及び技術の習得を図り、又は上記研

修の効果を補強する。

平成27年度に保護観察所で開催される保護司研修の
日程（予定）は次のとおりです。

( 1）新任保護司研修（前期）平成27年6月1日（月）

平成27年12月1日（火）

(2）新任保護司研修（後期）平成27年11月6日（金）

(3）処遇基礎力強化研修（第1次研修）

平成27年9月2日（水）

(4）指導力強化研修（第2次研修）

平成27年10月7日（水）

(5）特別研修（駐在、連絡、指定交通他）

平成27年6月頃

(6）社会貢献活動担当保護司研修

平成27年10月頃

平成27年度地域別定例研修テーマは次のとおりです。

1期就労支援について

2期少年対象者処遇について

3期事例検討（処遇困難対象者への対応）

4期薬物事犯者処遇について

平成27年度地区担当官及び定期駐在実施計画表

地区 保護観察官
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

松江1 徳光伸之 保護観察所において実施

松江2 延贋隆範 保護観察所において実施

安来 糸田 隆 事務局と協議の上、往訪により対応する

雲南 井田高志 個別に対応する

出雲 徳光伸之
27 28 21 

13 

大田 糸田 隆 個別に対応する

邑智 三好 Eぜ歪里F『 地域別定例研修日に実施

浜田 延贋隆範 調整中

益田 糸田 隆 地域別定例研修日の翌日に実施

隠岐 延贋隆範 地域別定例研修日の前日又は翌日に実施

しらふじ 三好 E帯主雪T『 毎月 1 回 実施

（注） 1 実施日及び場所は、都合により変更する場合があります。
2 浜田地区及び益田地区は、計画以外に臨時に実施する場合があります。
3 松江1(1. 2, 3. 8, 9班） 松江2( 4 . 5 . 6 , 7 , 10. 11班）

松江保護観察所

3 
定期駐在場所

月

松江保護観察所

松江保護観察所

出雲サポートセンター

平田コミュニテイセンター

悠邑ふるさと会館

益田市総合福祉センター

隠岐島文化会館

しらふじ（旧島根更生保護会）
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平成27年度事業計画

基本方針

本連合会の事業目的達成のため、松江保護観察

所をはじめ関係機関・団体との密接な連携のもと

に、以下の事業を積極的に推進し、保護司活動の

充実・強化を目指すことにより、更生保護事業の

伸展に寄与する。

1 保護司研修等の実施

(1）保護観察所と共催して各種研修、協議会を

開催し、保護司としての使命と職務遂行に必

要な資質の向上に努める。

(2）保護観察所の行う地域別定例研修の資料作

成を支援・援助する。

2 犯罪予防活動の推進及び更生保護思想の普及

(1) 地方公共団体の行政に積極的に働きかけ、

犯罪予防活動の推進、更生保護思想の普及に

努める。

(2）教育委員会、学校等教育機関との連携を密

にすることにより非行・犯罪予防活動を積極

的に推進し、地域社会の浄化に努める。

(3) 第64回“社会を明るくする運動”島根県推

進委員会の中核として、効果的な運動を行う。

(4）機関紙「島根更生保護Jを年4回発行、保
護司及び関係機関・団体等に配布し更生保護

事業の浸透を図る。

3 関係機関・団体等との連携強化

(1) 更生保護法人島根県保護観察協会との連携

を密にし、更生保護事業の伸展を図る。

r、VI'”、、.，r、、Jr、九x->,• r、、Jl"'>\Jr、」.Ir総J~可

島根県保護司会連合会

(2) 更生保護法人しらふじと相互に連携し、必

要な支援に努める。

(3) 島根県更生保護女性連盟と相互に連携し、

犯罪予防活動の一層の活性化を推進する。

(4) 島根県BB S連盟と相互に連携し、組織の

拡大に努めると共にその活性化を支援する。

(5) 島根県協力事業主会及びNp O法人島根県

就労支援事業者機構と相互に連携し、保護観

察対象者の就労支援に寄与する。

(6）更生保護関係団体との有機的な連携を図る

ため、積極的に県下の関係機関・団体との連

絡調整を図る。

4 顕彰式典の開催

(1) 関係機関・団体と共催して平成27年度「島

根県更生保護関係事業者顕彰式典」を開催し、

功労者の功績の顕彰を行うことにより更生保

護事業の充実・発展を期する。

5 敬弔の実施

(1) 島根県保護司会連合会敬弔規定に基づき、

保護司の慶弔を行う。

6 退任者功労保護司の優遇

(1) 島根県功労保護司優遇規定に基づき、退任

された功労保護司に対して必要な待遇を行う。

7 そのイ也

(1）本連合会の目的達成のため、必要に応じて、

その他の事業を実施する。

•r、、Jr"-Jハ• .....，，－、vr>\J門Uハvハ.~r.\Jr>,\Jr、

平成27年度収支予算
収入

寄付金 30,000円（0.5%)1

雑収入 11.000円（0.2%）一一ー も

保護司組織

活動費
340,900円
(62%) 

交付金 一一／
65,000円
(1.2%) 

支出
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「第64回一社会を明るくする間市文コンテスト推薦作品 「全国小学校長会連合会長賞J]

大切な居場所とあたたかい言葉づかい

ぼくが「明るい社会」をイメージした時、真っ

先に思い浮かぶのは、笑顔の家族ゃあたたかい家

庭です。

ぼくは、お兄さんとよくけんかをしたり、お母

さんにしょっ中怒られていますが、それでも、僕

にとって家は、学校が終わったら、真っ先に帰り

たくなる、とても大事で、心が休まる場所です。

毎日のように、テレビや新聞で、いじめや未成

年による殺人事件などの悲しいニュースをよく目

にします。そういう事件が起こると、専門家やコ

メンテーターの人は、犯罪を起こしてしまう少年

少女には、どこにも居場所がなかったのではない

でしょうか、といったコメントをしていますが、

ぼくもそう，思っています。僕は家に居場所があり

ます。それはお母さんが話を聞いてくれるからで

す。ぼくのお母さんは、ぼくが悪いことをして

も、とりあえず最後まで話を聞いてくれます。聞

いてくれた後、ぼくがやったことに対してしから

れる時も大いにあるけれど、しっかり聞いてくれ

るから、やっぱりすっきりします。お母さんだけ

でなく、家族で話す時もあるし、お父さんの意見

を聞く時もあります。家族で話したり、聞いたり

していると、とても楽になります。ぼくにとって

は、たまたま家が大事な居場所で、家族との会話

に救われるけれど、それが学校であっても、友達

であってもどこでもいいと思います。会話がある

と、犯罪をおかそうとしている人が思いとどまっ

たり、周りの人が気づくこともあると思います。

一人でも多くの人に、自分の居場所があると明る

い社会に近づけるのではないか、と思います。

また、お母さんや家族との会話の中で、ぼくが

よく注意されたり、アドバイスを受けることの一

つに、 言葉づかいがあります。 言葉づかいといっ

ても、単に乱暴な言葉づかいを注意されるのでは

なく、人に何かものをたのむ時のたのみ方であっ

たり、何かをしてもらった時のお礼の言葉につい

てです。僕の友達の中の一人に、悪気はないのだ

ろうけど、何でも命令口調の友達がいます。命令

口調で言われでも、あまり良い気はしないし、素

直に従う気持ちにもなれません。しかし、もしこ

れがお願いされる言い方だったら、悪い気持ちに

原田祥希（松江市立城北小学校6年）

~ 

もならないと思います。周りの人をいやな思いに

させる言い方やおこらせる言い方は、大人の人で

もよくトラブルになる原因だと聞いたことがあり

ます。言い方一つ変えるだけで、とてもおだやか

な気持ちゃ素直な気持ちになることができるので、

ぼくもそのような言い方ができるよう、日々努力

しようと思います。また、おだやかな言い方をす

ると、相手の人もおだやかに答えてくれるので、

何かをしてもらったりした時、そこに感謝の気持

ちと感謝の言葉が生まれます。例えば「そこの本

を取ってもらえますか。」と、ていねいに言われれ

ば、「いいですよ。はい、どうぞ。」と続き、「どう

もありがとう。」という感謝の言葉で終わります。

みんながいやな気持ちにならないし、むしろ気持

ちよく感じると思います。 言葉づかいという誰に

でも関係する身近なことから、明るい社会を想像

できます。感謝の言葉には、笑顔があり、あたた

かさがあるので、実際想像だけでなく、明るい社

会に近づくこともできると思います。

人と人との会話であったり、思いやりのある言

葉づかいは、とても身近なことです。でもそのよ

うな身近なことだからこそ、難しく、ないがしろ

にされる部分なのかもしれません。しかし、社会

をつくっていく上で、一番大切で、基本的なこと

だと思います。

あたたかい居場所があって、人を思いやる言葉

を使える社会は、明るいし、犯罪は多くないと思

います。ぼくは、ぼくの大切な居場所「家族」に

感謝して、友達や先生、僕を取りまく全ての人に、

あたたかい言葉を使えるよう、これからもがんば

りたいと思います。
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鳥は飛ばねばならぬ

安来地区保護司会

池上幸秀
せきのよう

人は、孤独感や寂塞感からは解放されるが、

「孤立」すると自分以外の社会的関係を断絶し、

やがて自死を遂げるといいます。「あの人はああ

いう人なんだ。ああいう生き方なんだ。Jと傍観
者になることが「孤立」を手助けしています。

人の孤立を防ごうと立ち向かうためには、相当

大きなエネルギーが要ります。

今年も能義平野から白鳥たちが北へ帰って行

きました。詩人坂村真民さんの［鳥は飛ばねば

ならぬjという詩を思い出しています。「一寸先

は闇ではなく光であることを知らねばならぬ。

烏は飛ばねばならぬ。人は生きねばならぬ。」こ

の詩の言葉には、人生の荒波苦海を、自分に内

在する力を信じて、ひたすらに生きることの屈

強な意志を呼び覚ます力が秘められています。

鳥は海の果てに島があることを本能で知って

いるように、人も安息の地、悟りの地を「本能」

います。

近親者の死など、喪失体験の直後から三年間

くらいはマイナス感情に支配されます。しかし、

ある時、回復の兆しが現れます。それは急速に

広がりつつ心身の健康を取り戻していきます。

「人の役に立ちたい」という思いが湧き起こり、

悲しみ苦しむ人を支える立場にまわられる人が

たくさんいます。悲嘆に暮れる時を大切に、 受

け容れ、時が来れば、白鳥のように再び故郷の

大地を目指して飛ぶ力を自ら作り出せるのです。

「ひとすじの灯Jを受け継ぎ そして明日ヘ
東出雲地区更生保護女性会

東出雲地区更女は昭和34年に発足し、岡崎年

から愛の募金活動を、 51年から町内の保育園、

幼稚園、小中学校へ「愛の図書代」の寄贈を続

けています。毎年7月 “社会を明るくする運動

月間”には、 60余名の会員は地域の皆様に愛の

募金の協力をお願いして各戸、事業所を訪問し

ます。集まった浄財は、子供たちの健全な成長

を願い、そして心豊かに育つことを願って、町

内の保育園、幼稚園、小中学校の子供たちの元

へ「愛の図書券jとして届けています。

40年に渡り、途絶えることなく続く地道な活

動です。更女結成50周年を契機に、寄贈した図

書には更女のシールを貼らせてもらっています。

図書館司書の先生から、図書選定のいきさつな

どを伺いながら、一冊一冊に先生と一緒にシー

ルを貼っていきます。子供たちの読書をしてい

る姿、読み聞かせに目を輝かせる姿を思い浮か

べ、どんな感想を持つだろうと想像しながら、

学校や幼稚園の図書室でひと時を過ごします。

50余年前、犯罪や非行のない社会づくりの為

会長板倉靖子

に女性の立場で役に立ちたいと、当地区の更生

保護女性会を立ち上げ、人々の心に明るい愛の

種をまこうと情熱を傾けて活動を続けてこられ

た、歴代の会員の皆様の熱く深い思いは、「ひ

とすじの灯」と名付けられ、 10年毎の記念誌に

綴ってあります。その思いは、変わることなく

現会員の活動の源になっています。そして、次

代にもバトンを渡してゆきたい願いです。






